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 高麗川地区第２回学校運営協議会の会議結果は、次の通りです。 

日     時 令和６年６月２８日（金） 

場     所 日高市立高麗川中学校 

出  席  者 栗原 谷野 高麗 馬場 谷口 佐々木 今野 中野 

久米 藤倉 宮川 半田 豊田 小林 

欠  席  者 加藤 

審 議 事 項 

及び決定事項等 

１ 開会の言葉(委員長) 

・パリオリンピックに高麗川小中学校出身の小山選手が出場す

る。みんなで応援したい。 

２ あいさつ(高麗川中校長) 

・７月２日(火)、TBS より小山選手について取材を受ける。 

・学校総合体育大会が先週終わった。行事を通して「自立と貢献」

の態度を育てていきたい。その中心に学校運営協議会、地域学

校協働本部がある。 

３ 説明・協議(委員長) 

(１)地域学校協働本部との連携について 

①放課後子供教室の日程について(全て月曜日) 

かえでっ子アフタースクール 

A班：１０月７日、１２月２日 

B班：１１月１８日、１月２０日 

合同：２月１０日 

②高麗川地区の取組発表を６月２７日(木)に行った。 

③６月２９日(土)、親子スポーツレク祭がある。 

④地域学校協働本部のこれからについて 

テーマ「できる人が できることを できるときに行う」 

 ア 年々地域の方の関わりが密になってきている。 

 イ 今やっていることを更に充実させていきたい。 

 ウ ふるさとを愛する子供が育ってきている。 

 エ １２月の職場体験は地域との接点になるので、ぜひご協力

いただきたい。 



(２)具体的方策の検討 

 ①地域の催し物に生徒が積極的に参加する。 

 →地域と学校(生徒)の結び付きが強まる。  

②地域にいる若者を取り入れる。 

 →中学生の内から地域の催し物や祭り等に参加していれば、そ

の後も地域に関わり続けるのではないか。 

４ その他 

①以前行った「あいさつ運動」の効果なのか、子供たちが顔を見る

とよく挨拶するようになってきた。「あいさつ運動」のように、

「～運動」というものを行ってはどうか。 

②高麗川小・中学校の体育着について 

 速乾性があり、子供たちが安心して着られるものに変更してい

きたい。(PTAや衣料品組合と協議していく) 

③地域学校協働活動推進セミナーについての概要説明 

５ 今後の日程について 

１０月２４日(木)、高麗川小学校 

６ お礼の言葉(高麗川小学校長) 

・高麗川地区は小中一貫教育が順調に進んでいるとの話をいただ

いている。 

・生活科や総合、行事は合同で行っている。 

・高麗川小中は併設校なので、ミートも活用している。 

・小山選手の応援をぜひお願いしたい。 

会 議 資 料 １ 令和６年度 第２回高麗川地区・学校運営協議会次第 

２ 第２回高麗川地区学校運営協議会開催のお知らせ 

３ 令和６年度埼玉県地域学校協働活動推進セミナーの開催につ

いて 

 

 


